
順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ １番 阿部　正義

市　長

市　長

市　長
教育長
市　長

２ ３番 佐藤　さやか

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長

市　長

３ １２番 大久保　主計

市　長

市　長

２　自然災害時
の対応について

市　長

市　長

市　長(3)名取市地域防災計画のＰＤＣＡサイクルについて
の情報発信と、事業継続計画についても見直しを行
い、効果的な共有化を図るべき。

質問の要旨

(1)県立精神医療センターが現状の計画で移転または
規模縮小になると、本市の保健医療にどのような影響
があると捉えているか。
(2)多くの市民や当事者、関係者が不安を抱えてい
る。聞く耳と対話を掲げる首長として、市民の多様な
声を県に届け、市民の望む地域保健医療体制を確保す
べき。

(2)本市の避難所における衛生環境の配慮として、ト
イレの対応について考えを伺う。

１　県立精神医
療センターの移
転について

(1)市長は能登半島地震の災害対応に追われる被災自
治体を訪問しているが、その成果と今後の支援をどう
考えているか。

(1)なとりんくるを利用したくても、予約で埋まって
いることが多いとの声がある。改善を図るべき。

(1)公共施設にあるＡＥＤを24時間使用できるよう、
屋外型収納ボックスに移設すべきと考えるがどうか。
(2)迅速な救命措置に役立つよう、コンビニエンスス
トア等にＡＥＤを提供している自治体もある。本市で
も取り組むべきと考えるがどうか。

１　子育て支援
について

(1)ゼロ歳児から２歳児までの保育料について、保護
者の負担軽減のために第１子が就学しても多子軽減を
図るべきと考えるがどうか。

２　なとりんく
るについて

３　ＡＥＤの普
及推進について

１　本市におけ
る医療機関との
医療連携につい
て

(1)本市における医療機関との医療連携についての現
状を伺う。
(2)医療従事者の高齢化に伴い、閉院を余儀なくされ
ている医療機関もある。医療の空白地帯ができないよ
うな取組を市として実施すべき。

２　名取市公式
ＬＩＮＥの運用
について

(1)現在の市公式ＬＩＮＥの運用状況について伺う。
(2)本市での取組やお知らせの広報媒体として、何が
一番活用されていると捉えているか伺う。
(3)市ホームページ等で出している情報は、市公式Ｌ
ＩＮＥでも告知すべき。
(4)市公式ＬＩＮＥ登録者に向けて、名取市商工会加
盟店の協力を得て加盟店で使えるクーポン等を発行
し、市公式ＬＩＮＥの周知を図るべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

４ ６番 寺嶋　雅子

教育長

教育長

市　長

市　長

教育長

教育長
市　長
教育長
市　長
教育長

５ １７番 小野寺　美穂

市　長
市　長

市　長

市　長

１　子どもの心
のケアハウス・
はなもも教室へ
の通所について

２　不登校児童
生徒の居場所づ
くりについて

(1)現在の不登校の児童生徒数について伺う。
(2)児童センターを不登校児童生徒が日中過ごす居場
所として活用すべき。
(3)日中の児童センターに地域ボランティアを募り、
不登校児童生徒が地域の大人や未就学児親子と関わり
合う機会を設けるべき。

４　名取市障害
者支援施設につ
いて

３　なとりスー
パーキッズ育成
事業について

(1)みのり園の長寿命化の考え方を明確にすべき。

(1)２期生以降に導入する競技等を決めていない考え
方は。また、財源となる地方創生推進交付金は原則期
限付きだが、その後の予算はどうするのかなど、事業
の進捗状況と適切な運営内容について、しっかりと情
報を提供すべき。

(1)はなもも教室に通所している児童生徒の、地区ご
との人数及び通所手段の実態について伺う。
(2)送迎する保護者の負担についてどう捉えているか
伺う。
(3)はなもも教室を、なとりんくるの特定指定乗降場
所とし、本市西部の児童生徒が乗り継ぎなく通所でき
るようにすべき。
(4)はなもも教室を出発するなとりんくるの最終乗車
可能時間を、はなもも教室開所時間に合わせて30分遅
らせるべき。
(5)はなもも教室への自家用車での送迎にかかる費用
を助成すべき。

１　空家等対策
の推進に関する
特別措置法の改
正について

(1)市内の空き家の現状について伺う。
(2)法改正により新たに位置づけされた管理不全空家
について、その指定や取扱いを現時点ではどのように
考えているか。
(3)法改正により空き家の所有者に対して、大きく影
響を及ぼす点は何か。
(4)現在、市のホームページ上で法改正のお知らせが
掲載されているが、内容の詳細が分かりにくい。周知
方法を検討すべき。
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答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長

６ ７番 二階堂　充

選挙管理
委員会
委員長
選挙管理
委員会
委員長
選挙管理
委員会
委員長
選挙管理
委員会
委員長

市　長

市　長

７ ９番 笹森　波

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

２　自動運転シ
ステムの取組に
ついて

２ マ イ ナ ン
バーカードの健
康保険証利用に
ついて

(1)マイナ保険証の利用率や利用によって生じている
トラブルなど、現時点でどのように捉えているか。
(2)令和６年12月２日から現行の健康保険証を廃止
し、マイナ保険証に移行するとしているが、可能と考
えているか。また、その妥当性、合理的な公益性につ
いてどう考えているか。
(3)拙速な移行について慎重になるよう、かつ、現行
の健康保険証を残すよう国に求めるべき。

(3)個別避難計画については、閖上地区を皮切りに作
成を始めているという答弁がなされているが、そのほ
かの地区についてはどのように進めていくのか、明ら
かにすべき。

(1)令和５年度避難行動要支援者名簿の作成状況と、
町内会との協定締結の現状を伺う。
(2)地域共助力の向上に向けて、区長会や民生委員児
童委員協議会等を通して避難支援についての働きかけ
を行っているのか伺う。

２　避難所での
要支援者の対応
について

(1)高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児等の要支援者
に対し、福祉スペースを設けるべき。
(2)現在、福祉避難所の備蓄品は事業者の負担となっ
ているが、市として支援すべき。
(3)福祉避難所を拡充させるとともに、指定福祉避難
所を早急に設置すべき。

１　避難行動要
支援者避難支援
計画について

１　投票率アッ
プについて

(1)今回の名取市議会議員選挙において、投票率アッ
プに向けて取り組んだ内容を伺う。

(2)投票率が前回より3.74ポイント下がった要因をど
のように捉えているか伺う。

(3)期日前投票所が市役所６階に変更となったが、高
齢者や障がい者の負担軽減のため１階に戻すべき。

(4)投票率アップに向けて、高校生や大学生、高齢者
や障がい者の意見を聞く場を設けるべき。

(1)国では地域公共交通確保維持改善事業において、
自動運転システムに係る事業に対して補助をしている
が、本市で活用の考えはあるか。
(2)人口減少や人手不足を見据え、なとりん号やなと
りんくるにおける自動運転システムの導入に向け実証
実験を行うなど、本市においても検討すべき。
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位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

８ １１番 板橋　美保

教育長
教育長

教育長

教育長

９ １４番 吉田　良

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

教育長

教育長
教育長

１０ ２０番 大泉　徳子

市　長

市　長

２　給食費の段
階的無償化につ
いて

市　長

３　文化芸術に
関する顕彰と報
奨について

(4)活動謝礼を廃止し、ごみ集積所の清潔保持を住民
のボランティアに委ねるとともに、施設の設置や補修
等は原則として市が担うべき。

１　能登半島地
震の被災者支援
について

２　清掃推進員
制度の変更につ
いて

(1)清掃推進員制度について、令和５年度の主な変更
点を伺う。
(2)委嘱方式の場合、市と清掃推進員は雇用関係とな
り、業務遂行に義務と責任が生じると思われるが、見
解を伺う。
(3)登録方式により町内会等を通して活動謝礼を受け
た場合でも、雑所得として申告する必要が生じると思
われるが、見解を伺う。

(1)災害ボランティアや二次避難者の交通利便性を高
めるため、県や周辺自治体と連携し、仙台国際空港と
航空会社に対し、仙台－小松便の再開を要請すべき。

(1)スポーツに関する顕彰がある一方で、文化芸術に
関する顕彰がないことについて、どのように捉えてい
るのか。
(2)文化芸術に関する顕彰の制度を設けるべき。
(3)文化芸術に関する国際大会への出場者に対して
も、スポーツ振興報奨金と同額の報奨金を交付すべ
き。

(1)これまで、本市は給食費無償化について中学１年
生から中学３年生まで段階的に取り組んできたが、本
来、異次元の少子化対策の一つとして国が推し進める
べきと考える。国への働きかけと現状を伺う。

１ デ ジ タ ル
ディバイドの解
消について

(1)市内公民館等を会場にスマホ教室を開催している
が、その成果を伺う。
(2)スマートフォン等、デジタル機器に不慣れな高齢
者の困り事解決や相談できる市民ボランティアとして
（仮称）スマホサポーターを養成し、デジタルディバ
イドの解消に努めるべき。

(2)電子書籍の導入についての課題をどう捉えている
のか。
(3)紙媒体の書籍と電子書籍の特徴を生かし、電子図
書館を導入すべき。
(4)他市町村と連携し、広域的な電子図書館サービス
を構築すべき。

１　電子図書館
の導入について

(1)電子書籍の導入についての現状を伺う。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長

１１ １６番 菊地　忍

市　長

市　長

市　長
教育長
市　長
教育長

市　長

１２ １５番 大友　康信

市　長

市　長

市　長

市　長

教育長

市　長
教育長

１　予防接種健
康被害救済制度
について

２　県の学校施
設におけるシッ
クハウス症候群
発症防止指針に
ついて

(2)市のホームページに備蓄品リストを公開している
自治体もある。本市も取り組むべきと考えるがどう
か。

(1)学校トイレの洋式化について、早急に進めるべき
と考えるがどうか。

(1)女性や妊産婦、乳幼児向け用品の備蓄が進んでい
ない。配備を進めるべきと考えるがどうか。

３ 児 童 セ ン
ターの環境改善
について

(1)暑さ指数によっては、屋外やエアコンのないホー
ルでの活動が制限され、限られた場所での活動を強い
られている現状をどう捉えているのか伺う。
(2)児童センターのホールに、順次、エアコンを整備
すべき。

(2)国の動向を待たず、子育て・教育先進都市を目指
す市長の任期中に、対象者拡大に向けた今後の見通し
を財源確保の上で示すべき。

(2)避難所にもなる学校体育館へ、エアコンを設置す
べきと考えるがどうか。

(1)市外に勤務している方も対象者にすべきと考える
がどうか。

３　奨学金返還
支援事業補助金
について

(1)新型コロナワクチンについて、接種開始から令和
６年１月までの接種回数と健康被害の相談件数、申請
件数は。
(2)令和５年度における新型コロナワクチン接種を起
因とした死亡、副反応及び後遺症の認定件数は。
(3)国における令和５年度の申請と認定の件数は前年
度比でも桁外れに多い。市民が泣き寝入りすることの
ないよう、予防接種健康被害救済制度の周知の徹底
や、申請や相談の窓口についてのサポート体制を強化
したのか伺う。

(4)副作用によりあらゆる疾患を引き起こす薬害事件
になるのではないかと懸念する声がある。これまで以
上により丁寧に注意深く、市民の健康サポートと健康
被害の対応に努めるべき。

(1)学校施設において、どのように活用されているか
伺う。
(2)公民館や図書館などの公共施設においても活用す
べき。

１　災害用備蓄
品について

２　教育環境の
充実について
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質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長

３　県立がんセ
ンターと仙台赤
十字病院を統合
した新病院整備
予定地の提供に
ついて

(1)整備予定地を市が取得して無償貸与することとし
た経緯と考え方は。
(2)これまで本市が行ってきた県立病院に対する支援
や税の優遇などは、どのようなものがあるか。
(3)統合に向けた基本合意書では、日本赤十字社が運
営することとなっている。本来、整備予定地は運営者
または県が調達すべきものであるから、市が取得して
無償貸与することについて、本市の財源を考慮して見
直すべき。
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